
栃木県次期防災情報システム整備に係る調査・設計業務委託
公募型プロポーザルの実施内容に係る質問及び回答

No. 質問 回答

1

　プロジェクト計画書.PDFファイルにつ
いて、以下のページの表の中身が空欄に
なっていますが、この部分については、
あえて空欄にした状態で公開されている
のでしょうか。現時点で開示いただいて
も差し支えない情報であれば開示をお願
いします。
P9　表3-5　求める効果
P11　表3-6　プロジェクトの推進にかか
わる課題
P13　表4-3　対象とする情報システムの
主要機能
P20　表8-1　次期防災情報システム予算

　プロジェクト計画書において、表が空白
となっている箇所については、本業務委託
の中で実施する調査等の結果を踏まえ記載
するため、空欄としています。

2

　現行の防災情報システムについて以下
の点をお知らせください。
・システムを利用している栃木県職員の
所属部署を教えてください。
・各部署の操作内容（閲覧のみ、登録・
修正まで行う等）の情報を教えてくださ
い。
・県の出先機関でも使用されています
か、県庁内の部署のみで使用されていま
すか。

　システムを利用している所属部署、機関
名とそれぞれの操作内容（権限）、出先機
関での使用については、別添資料のとおり
となります。

3

　次期防災情報システムについて以下の
点をお知らせください。
・システムを使用する部署は現行システ
ムよりも増える見込みでしょうか。

　次期システムを利用可能な部署について
は、現行システムよりも増加する可能性が
あります。
　詳細については、本業務委託の中で実施
する調査等を踏まえ、決定する予定です。

4

　実施要領「３（５）企画提案書の作
成」につきまして、「（ア）企画提案内
容」の枚数指定がありませんが、上限枚
数はないと考えて差し支えありませんで
しょうか。

　企画提案内容に係る上限枚数は設定して
おりませんが、説明時間内に説明が可能な
枚数としてください。

5

　実施要領「３（５）企画提案書の作
成」の「（イ）業務実施人員体制」につ
きまして、再委託先を含めて記載すべき
でしょうか。また、栃木県業務委託共通
仕様書の規定以外に再委託に関する制約
はございますでしょうか。

　「業務実施人員体制」については、再委
託先がある場合は記載してください。ま
た、本業務委託は、栃木県業務委託共通仕
様書の適用範囲となるものではありません
が、再委託は事前に承認したものを除き、
認めないものとします。

6
　審査会（プレゼンテーション）につき
まして、参加人数等の制約事項はござい
ますでしょうか。

　特に制約は設けていません。



7

　企画提案書（エ）実施計画及び全体の
スケジュールについて質問です。４.実施
スケジュールにて業務スケジュールの案
が示されていますが、今回の提案は示さ
れたスケジュールのとおりに提案する必
要がありますか。それとも、提案者がよ
り良いと考える提案があれば示されたス
ケジュールを変更して提案することが認
められますか。

　県が示したスケジュールはあくまで案と
なりますので、異なるスケジュールを提示
していただくことは差し支えありません。
ただし、実際に業務委託をする際に提案い
ただいたスケジュールのとおり実施するか
については、協議となります。

8

　企画提案書について「（オ）見積額」
を企画提案書に作成するようにと記載が
ありますが、「（オ）見積額」は見積書
のことを指しますか。それとも、企画提
案書の審査のために見積書とは別に作成
する必要がありますか。

　「（オ）見積額」については、企画提案
書の中に見積書を添付していただくことで
差し支えありません。

9
　「（オ）見積額」「見積書」について
は、令和６年度分と令和７年度分を分け
て提示する必要がありますか。

　分けて提示いただく必要はありません。

10

　本業務に関して過年度の検討や、関連
業務がある場合、関連業務等の成果品お
よび現行システムの設計書等は閲覧可能
でしょうか。閲覧可能な場合、閲覧方法
をご教授お願いします。

　現行システムの完成図書等については、
危機管理課において、閲覧が可能です。前
回の整備は衛星通信設備更新工事と併せて
実施しており、データ量が膨大であること
を申し添えます。

11

　仕様書の業務内容から、県下市町の担
当者とのやりとりが多く生じることが想
定されます。このやりとりや、対応窓口
は受注者主体的に担う想定でよいでしょ
うか。

　文書による照会等については、県を通じ
て実施する想定です。本業務委託におい
て、電話等により直接連絡をとる場合は照
会の際に、直接委託業者から電話照会の可
能性があることをお伝えします。

12

　仕様書の業務内容から、本業務で策定
する「システム将来構想」は具体的には
何年後の将来（4年後、10年後など）まで
構想を検討する方針でしょうか。具体の
案などありましたらご教授お願いしま
す。

　システム将来構想は、次期システムの機
能要件等を詳細に決めていく前段階とし
て、システム化の範囲や方向性に関する県
庁内の意思決定や対外的な説明用に作成す
る資料で、次期システムのライフサイクル
等を想定し、その終期までの構想とする考
えです。

　「データ連携基盤」は総合政策部デジタ
ル戦略課において、検討を進めています。
　現在、同課では、「データ連携基盤」に
かかるRFIを実施していますので、下記を
御参照ください。

データ連携基盤構築にかかる情報提供依頼
（RFI）について

13

　プロジェクト計画書記載の県が進めて
いる「データ連携基盤」の整備に関する
具体的な情報（構想・計画・設計に関す
る情報等）ありましたらご教授お願いし
ます。

https://www.pref.tochigi.lg.jp/a04/society5/202402_rfi.html
https://www.pref.tochigi.lg.jp/a04/society5/202402_rfi.html

